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第一問
1
.

与 式 = - 14 t 5

= -
～

2
.

与 式 = ② , ( -4 )
= - 6
m

3
.

2abs ÷ ab = 2 abより a = 3 .
b

= - 2 を

代入 して

2aba = 2 × 3 × (- 2 )
2

= 2 × 3 × 4

=2

4
.

4 a - 5 b = 3 c

⇒ 4a = 5 b t3 c

5 b t 3c
⇒ a =

4
～

( もしいは a

=
45 btc )
～

5 .5 式=3 √ 3 t☆
= 3B +警
= 3√3 + 3

= 4√3
m



6
.

与 式= (x + 5 y )(x - 5 )mmmn

.

ア : 表 より 0 ～ 60 分 に 8 人 3 。 この 8人 のうち
学習時間 が 0 分 の 人 もいる 可能性 が
あるため 誤 り

イ ; 最頻値 : デ ー タのなかで最 も度数 が 高の
階級値

表 より 最 も度数が 高 いのは 60 ～ 120 分

でありそのときの階級値 は
60 ← 120

== 90 分
2 m

よって 正 しい

ウ

階級値

m

30 … = 30
m

m
90 …

= 90
2

m

～

150
… 喫 :=
150=202べ 凹

27～
～

…… = 270



よって平均値 は
30 x 8 t 90 × 13 t 150 x 11 t 210 × 6 t270 x
筇

40
～

=

240 t 1170 t 1650 t 1260 + 540

40

=⑪
= 121

.

5
～40

よって 誤 り

I : 中央値
↓

oeooo 00 soo0oooooo 0 s . 0s0ー ～～～

O ～60 60 ～ 120 120 ～ 180 180 ~240 ↑
中央値は 60 ～ 120 分 の 間 にあるので 誤 り

240

～ 300

⑩
相対度数=

= 0
.
05
m

よって 正 しい

以上 より 答えは無



8
. A

s
「

\
D ヒ D

3 F
……0000 F

…… …⑩
L

w
.

ー .

- -

彰
ー い B E～ CX E B

い い

D から AC に 乗線 を 下 ろした 足 を F とする
D は AB の 中 点 であり DF11BC なので 中点
連結定 理 より

AF = FC → F はAC の 中点
AC = 6 cm より

AF = FC = 3 cm

ょって 求 める 体積 は
3 × 3 ×π× 3 ← 3 × 3 × IL 43
～

同柱
L

円錐

= 27 π + 9 Tπ

= 36 π m
～m



第二問
1. ) 1oatb
～

(2 ) p = 10atb
,
t の 位 と 一 の 位 を 入 れ替えた

2 けたの 自然数 Q は Q = lob ea と 表 せるる
P - Q = 10 a tb - ( iobta )

= 10 a th - 1ob - a

= 9 a - 9 b
= 9 (a - b )

P - Q = 63 より
9 la - b ) = 63 2 両辺 ÷ 9
: a - b = 7

.

⇐ a = b + 7
( ; ) b = 1 のとき

a = 1 t 7 = 8 : P = 81

81 は 奇数なので 適するる
( : ; ) b = 2 のとき

a = 2 + 7 = 9 : p = 92

92 は 偶数 なので 不適
( i : ; ) b ≥ 3 α とき

a = b + 7 7 10 で A はこけたの自然数
になるので 不適

以 上 より 求 める 自然数 は 8～



2
.

(

最初 : A = 2個
B

に 2個, C に 0 個

1 回 まわしたとき : A 1 : 2個 B に 1個 C に 1個

したがてい 回 まわしたとき
,
B から C に 球を

1回移タせば良 い ⇒ 3 に 止 まったとき
円 盤 は 1 ～ 4 によまるので 円盤 の 数字の
m

出方 は 4 通りで , そのうち 3 に 止 まるのはmw

1 通り 。 したがって 求 める確率 は
≈

烹
(2 ) 樹形国 は以下 の 通 り A BC

ABC 1 1 2 1 0

ン O 40 ×ュ
ー

1 2 し 0

1
ュ
ー

0 4 0 3
3子 202 0

3 1 2 1 0. 凶
ABC 4 1 3 0

AB C 2 い 0

1 30 2
1

1

A BC
A BC

×
1

1 3 0
1 0 40 2 1 30× ー2

ー O 40 43 2 い23 1 21 0 \ 0

\ 凵 2 2 0

凵 1 30 ABC
ABC

2 2 0
1 3 0



円盤 の 数字 の 出方 は 全部 で 16通 り
。 そのうち

m～m

C に 少 なくとも 1 個 は 球 が入 ってるのは
mwL

7通 り 。 よって 求 める確率 は
～

し

Y
C に 1個 か 2個

ー 入 , ていれば 良い
1m

3
.

( い A は Y = x ± にあり . x =- 2 なので

Y = (-2 )
p

= : . A(
-
2
,
4 )

B は Y = x 上 にあり
x

=1 なので
Y = 12 = 1 ∴ B ( 1

,
1 )

よって 直線AB の 式 を y = x + とお *m n 1次
関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので

m =

まの 増加量
xの 増 かか 量

A (-2. 4
)

B
⑦

二

に 4 B(ツ
^ 3

1 - (-2 )

=号烈
( に ) 直線 ABは y = -x tn で B ( 1 , )を 通るの

に 1 th =⇒ n = 2

したがて 迫線 AB は Y = -xt 2
mmm



C は y = -x + 2 上 にあり y= - 2 なので
- 2 = - x + 2 ∴ x = 4

: . C
(

4
,

-2 )

y = axは C ( 4 .-2 ) を 通 るので

- 2 = a × 42

16 a = - 2 六 a =
-
$

um

4
.

し)

商品 B = 商品 A の 半分 ～
金
x相

= 1 x 個

商品 C = 商品 B の 3倍式相uy

= 箱

( に )

商品 A = ドナツ←カップケ -= 個
～～

x箱
⇒ ド ー ナツ 2x個

,

カップケ ー キ x個
mmmnm



商品 B = ド ー ナツ 4個式箱 ( カプケ ー キ 2 個～
～m

⇒ ド ー ナツ ② xx 4 = 2x個
L

カップケー キ 上 x × 2 = x個
～～～

商品 C = ド ー ナツ 1 個
←

カップケ ーキ 2 個mnm
当x個

⇒ ド ー ナツ ② x 個 ,
カップケ ー キ 3 xx 2 =3

m.

したがてド ー ナツは

2x t 2 x t ② x = # x 個
m

これが 176 個 なので

x= 176

l いx = 352 : x = 32

またカップケ ー キは

x + x + 3x = 5x 個

x = 32 より
5x = 5 × 32

= 160 個
mmm



第三 問
1
.

y = ax tb において a の 値 を 大 きくする
と { 傾 きは 急 になる
参考)(

aY Y = 2x したがてア ～ エのうち
L

し Y = コ
Y = x より 傾 きが 急 に

C

ー ～

L なってるのは穴
ー

> x
.

:

2
.

い )

三平方 の 定理 より

OA =√32
4

…
1347 = 5

(2 ) 直線oA α 式 を Y = axとお∠ と . A (3 . 4 )を

通 るので
4 = 3 a * a =



ょって 迫線 OA は Y = 4 x .
l の 式 を Y =mxtn

とお ∠ と , OA と C は 平行なので、 傾きが 等しい
よて l の 式 は

Y = 4 xin
とおける

。
l は B ( 5 . 0 ) を 通 るので

0 = 4 ,5 th ⇐ n = - ⑪
したがって L の 式 は y = 5 x

4
-～

(ろ )

LABO の 面積は

(3 ,4 )

m 文 × 5 × 4 = 10
.

許@ oc
OABC : OABO = 1 :20

⑩

\ 5 」
、 Dt より
( ら , O ) 20 ABC = 10

ABC =5～

点 C を 通 り 直線 AB と 平行 な 直線 を 引 く
。

この 直線 を m とする 。 mn 式 を Y =ax - b とおく
また, m と x 由 の 交点 を D とする

。

等積変 よりABC = OABD. OABD =5



BD = t とおくと

OABD =
1Ixt × 4
2t=

OABD = 5 より

2t = 5 t 5*
ょって 点 D の 座標 は

D ( 5 t 5
,

0
) = D ( 5. 0 )mm

直線 AB は
m A (3

,
4 ) BC 5

.
0 ) を

(3 ,4 ) 通 るので Y = cxtd と
おくとと

cの0 4 = 3 ccd ー①
0 D
,t

0 = 5 ced～②

( 5 , 0)
\ 5 」

、

4 = -2C

C = -2

を ② に代入 してC = - 2

0 = 5 × (_2) td : id = 1 θ

: AB : y = - 2xtommmum

平行 な 直線は傾 きが等の

my = - 2xtn とおける



D ('5 , 0 ) を 通 るので

0 = - 2 × 15 tn * n = 15

∴ . m y = -2x + 15:

C は lcm の 交点 なので

{ Y = 4 x - ⑪ ー ③

Y = - 2x + 15 ー④

③ を ④ に 代入 して

告x - ⑤= - 2x + 15 2 両辺 × 3

4x - 20 = - 6 x ← 45

lox = 65

x = 1065 - 上3 .

x = 上3 を ④ に代入 して

y = -2 × 上3 + 15
= - 13 +15

= 2

よ。 て 点 C の 座標 は (上3 .

2)
m



(4 )
A と Y軸 について 対称 な
点 を A

"

とする

αA
/

(-3,4
)

い ⑪ い
(3 .4 ) AP = AP より

0 0

問 APPB = A' PPB

( 5 , 0 ) したがて AP + PB が最小
となるのは AP + PP が最小

となることである ⇒ A , p
.

B は 1 つの 直線上 で
ある

A ' ( - 34) .B ( 5
.
0 ) より 直線 A ' B の式 をを

y = Ax tb とおくとと
4 =

- 3 a tb ー ⑤
0 = 5 aー⑥
4 = - 8a : a = -王

A = = I ⑥をに 代入 して

0 = 5 ×( ょ )tb * b

=
5

5
: . AB : Y = - Ixtz

点 P は A" 3 の Y 切うであるから 点 P α Y座標
は 5 である
m



第四問
1

。

L ACD と O E CA において
仮定 から

∠ AD =∠ EAC = 90 ー①台共通なだから
∠ A CD = LECA ー②

① , ② より2 組 の 角 がそれぞれ 等しので
OACD CS OECA (証明終 わり

)



2
.

( い )

OACD で 平方 の 定理
より

. AC =√ 2喂で“
. ノ

=目
2 1 . より OACDSO ECA

なので 対応 する 辺 の
3
比 は 等 しから;
巧ノ AC : EC = CD :CA

学宿

: 3 E C = 13

EC = B
mmmm

よって
DE = EC - CD

9
=

3- 3 = ③
3
-

一

3 3

女
= cm

)
=

3

mum



(2 )

O EHD とOEBC に

おいて
ADIBC より彦 HD /BC

.よって同位角等以
LEHD = LEBC ー①

LEDH = LECB ー②
①
,
② より 2組 の 角がノ それぞれ等しいの

ー
4

DEHD ∞ OEBC

ここで 仮定 より BC =2AD なの
B C = 2 × 2

= 4 cm

相似 な 三角形 の 対応 する 辺 の 比は等 しから
ED : EC = HD :

BC等 ～

4
弓

⇒ 4 : 13 = HD : 4

13 HD = 16 : HD =～
よって O EHD の 面積は

上
2× 問m



(3)難問
く方針 )

OAFH と OAGH の

面積 を求 める

FH と GH を 底辺 とすると
、

高 さは等 しいので
OAFH : OAGH = FH : GH
*面積比 =底辺比

LAFH の面積 につて

OAFH EODEH に

おいて

彦 ∠ FAH = ∠ EDH = 90
~

ー の

ノ号
、

対頂角 は 等 しから
LAHF = LDHE -②

①
, ② より 2組 の 角 が
それぞれ 等 しいので
OAFHS ODEH

こ :で AD = 2 cm
,

2 (2 ) より HD=
6
cm なので



AH = 2
-1

%
=

1⑪ cm

m～

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
AF : DE =AH

:管等
⇒ AF : = 10 = 16

= 5 = 8

: 8AF = B
0
: AF =③×$ =5

よて OAFH の 面積は

10
亡× ぷ ×

5

ふ
1
5
t

=

7～～
\



OA GH の 面積 について

OAG H とOCG B に

おいて

号 AHYBC より 錯角が
「I 等 しいの
嫁 ∠ GAH = LGCB 一③! ∠ GHA = LGBC ー④

③
.

④ より 2組 の 角 が
それぞれ等 しいのでノ OAGHSLCGB

ー 4～

相似比 は

AH : CB =10 : 4

= 10 = 52

= 5 : 26

G から AH に 垂線 を 下ろしたを工足 , G から BC に
垂線 を 下ろした 足 を 丁 とすると

GI : GJ 5 : 26=

ここで IJ = D C より IJ = 3 cm よって

GI = 3 ×

5 t2
=

3十
5

cm
.



よって OAGH の 面積は

立 ×

1⑮× 35 =

13烈
LAFH とOAGH において

、

底辺をそれぞれAFGH
とすると

、 高さは 等 しい
ので
, 面積比 = 底辺比

となる 。

よて
FH : GH = AFH : OAGH

ニ⑪ :1 ] ÷ 25
=

7: 13⑪
2
78 を 素因数
分解ュい攞
- 2 × 13

= 4 .
2× 186 6 . 31の最小 1= 31 - 18

mm

公倍数


